
                会    議    録      （１／４） 

会 議 の 名 称   令和元年度 第３回坂戸市市民参加推進会議 

開 催 日 時        
    令和２年２月１３日（木） 

    午前１０時００分  開会  ・  午前１１時００分  閉会 

開  催  場  所   坂戸市文化施設オルモ ギャラリー２ 

議長（委員長・        

会長）の氏名 
  柳澤智美会長 

出席者（委員）の 

氏名・出席者数 

栗原照夫委員、町田早苗委員、相馬洋子委員、 

戸口栄委員、福田千代蔵委員 計５名 

欠席者（委員）の 

氏名・欠席者数 
小川玲子委員 計１名 

事務局職員の        

職・氏名 

市民健康部 細野部長、髙山次長 

市民生活課 福島副課長、池田課長補佐、阪倉 

会  議  次  第 

１  開    会 

２  挨  拶 

３ 審議事項 

（１）市民参加手続きの実施状況について 

（２）令和元年度提案型協働事業中間報告について 

（３）令和２年度提案型協働事業募集要領について 

（４）その他 

４  閉    会 

 

配  布  資  料 

 

・会議次第 

・資料１ 市民参加手続き実施状況一覧 

・資料２ 令和元年度提案型協働事業中間報告 

・資料３ 令和２年度提案型協働事業募集要領（案） 

・坂戸市提案型協働事業完了報告書（１団体分） 

・提案型協働事業評価シート 

 

 

 

                                                       



        （２／４） 

議        事        の        経        過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 
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１ 開会 

 

２ 挨拶 

・柳澤会長挨拶 

 

３ 審議事項 

（１） 市民参加手続きの実施状況について 

  事務局より資料１のとおり説明。 

 

  今年度の市民コメントの実施状況を見ると０件というのが

減り、市民参加手続きの実施状況としていい傾向だと思う。 

  

 意見が提出されているものは市民の関心が高いものが多い

と思う。市民コメントが０件のものに対していかに、市民コメ

ントを出してもらうかを検討するべきだ。 

 

 関心があるものに対して意見が出るのは当然のことである。

生活環境が変わることで興味があることも変わるのではない

か。 

 

 市民コメントは一人で複数の意見を提出しているケースも

あり、単純に意見の件数を見るだけではなく、意見を提出した

人数も考慮するべきではないか。 

 

 空き家に関する意見が０件というのは不思議である。 

 

 担当課は何か対策をしているのか。 

 

 先日、区・自治会長向けに空き家対策に関する講座を住宅政

策課協力のもと実施した。市民コメントが０件の件について

は、意見募集の方法を検討し、広報の掲載方法を工夫するなど

呼びかけていきたい。 

 

（２）令和元年度提案型協働事業中間報告について 

  事務局より資料２のとおり説明。 

 

 今年度申請があった事業の来年度の予定を知りたい。 

 

 ボランティアグループひこうき雲は今年度が採択３年目の

ため、来年以降は補助金の対象ではないが、事業期間中３年間 



                                                               

（３／４） 

議        事        の        経        過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 
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で必要な道具を買いそろえることが出来たため、事業は引き続

き実施できるとのことである。空き家対策協会坂戸支部につい

ては来年度も申請をする予定であり、浅羽野映画とお楽しみ交

流会については２月下旬に今年度の事業が終了し、そこで検討

するとのことである。 

 

提出された報告書に誤りがあるため、訂正していいただきた

い。 

 

 団体に伝え、再度提出していただく。 

 

 空き家対策セミナーに審議会の委員は参加しているのか。 

 

 不明である。 

 

 このような協働事業に審議会の委員も参加していただける

ようになれば互いに情報共有できるのではないか。 

 

 報告書を見るとセミナーの参加者も増えているので、周知等

努力したことがうかがえる。 

 

 今回、協働事業として実施したことで個別相談会を実施した

のはいいと思う。 

 

（３）令和２年度提案型協働事業募集要領について 

  事務局より資料３のとおり説明。 

 

 来年度の募集テーマに「外国籍市民」という言葉が使われて

いるが、表現を変えた方がいいのではないか。 

 

 後日、表現の仕方についてはご相談させていただきたい。 

 

 市内の日本語教室で要領に記載されているような活動を実

際に行っている。そのため、募集する際に、小・中学生の子を

持つ親を対象にするなど、対象者を絞るのはいかがか。 

 

 大学では外国人の支援を行っているのか。 

 

 行っている。また、学生団体が主体で行っているものもある。 



（４／４） 

議        事        の        経        過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 
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市民活動団体だけではなく、大学と協働するのもいいと思

う。 

 

 外国人の方に対し、地域の活動について理解していただくこ

とに苦慮している。 

 

 区・自治会が抱える課題と外国人が抱える課題のそれぞれに

対応していただけるような事業が提案されるといい。 

 

（４）その他 

 その他について、何かあるか。 

 

 今年度の提案型協働事業から評価シートを協働の担当課に

作成していただき、事業の振返りを実施したい。 

 

 記入する欄が狭いところがあるので、広げた方がよい。 

 

 承知した。 

 

 他に何かあるか。 

 

 特になし 

 

４ 閉会 

 

 


